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頭蓋骨より取り出した生骨組織中の骨細胞に対してEluorescence 旦eplacement  















い、3時間経過した後の標的細胞の生死についてCalcein－AMおよびPropidium   
iodideの取り込みの違いによって判定した。   
3．骨細胞ネ■ットワークの3次元的解析：ニワトリおよびマウスの頭頂骨における共焦点画像か   
ら，コンピュータソフトウェア（IMARIS，NEURONTRACER，SURPASS）を用いて骨   
細胞ネットワークの3次元的形態計測を行い，両者を比較した。  
4．骨細胞1個当たりの形態計測値の算出：1個の骨細胞が占める骨基質の体積と骨基質1J上皿3   
に占める骨細胞突起の長さ，骨細胞突起を含む骨細胞の表面積，体積から，骨細胞1個当た   
りの形態計測値を算出した。  
【結果】  
1．ニワトー」お慶びマウスの石灰化ステージ：ニワトリおよびマウスの骨格標本において、頭頂   
骨の大きさと石灰化の進行を比較したところ，ニワトー」は胎生16日齢，マウスは胎生17日   
齢で頭頂骨はほぼ石灰化していた。  
2．IMARISを用いた骨細胞ネットワークの3次元的解析：ニワトリおよびマウス頭頂骨におい   
て，隣接する骨細胞の3次元的中心間距離は，それぞれ23．5±6．1〟m，39．6±11．6〟mで   
あり，マウスが有意に大きいことが示された。1個の骨細胞から出る細胞突起数は，それぞ   
れ52．7±6．4本，49．7±9．7本であり，種による差は認められなかった。骨細胞1個が占め   
る骨基質の体積は，それぞれ4204．8土605．9′上m3，10664．7±1510．3J⊥m3であり，マウスが   
有意に大きいことが示された。骨基質中に占める骨細胞の密度は，それぞれ242699．9±   
36818．2個／mm3，95556．9±1386．2個／mmさであり，ニワトリが有意に大きいことが示され   
た。  
3．NEURONTRACERおよびSURPASSを用いた骨細胞ネットワークの3次元的解析：ニワ   
トー」およびマウス頭頂骨において，骨基質 い上皿3に占める骨細胞突起の長さは，それぞれ   
0．24±0．03上上皿，0．25土0．06〃mであり，種による差は認められなかった。骨基質い上皿3に   
占める骨細胞の表面積は，それぞれ0．26±0．0911m2，0．33±0，01〝m2であり，種による差   
は認められなかった。骨基質中に占める骨細胞体積の割合は，それぞれ9．29％，12．92％で   
あった。  
4．骨細胞1個当たりの形態計測値：骨細胞1個当たりの骨細胞突起の長さ，表面積，体積は，   
ニワトリでは1014．2±124．5上上皿，1094．4±398．3J上m2，390．6±94．6′⊥m3，マウスでは2667．7   












が認められたことから，骨細胞が担う機能にも何らかの相違が見られる可能性が考えられる。   


























学）の学位を授与されるに値する論文であると認めた。   
